	対象学校
	小学校
	学　年
	第４学年

	単　元　名
	伊東マンショ物語（劇をつくろう）
	内　容
領　域
	「歴史・伝統と自分」

	単　元
目　標
	関心・意欲・態度
	伊東マンショが，どんな時代にどんなことをしたのか日本の歴史に興味をもって意欲的に調べることができ，劇づくりに積極的にかかわろうとする態度をもつ。

	
	思　　考
判　　断
	伊東マンショの生い立ちから当時の時代背景について劇をすることよって，当時の諸外国とのつながりや関わりに気付き，伊東マンショの業績が人々に与える効果や重要性について考える。

	
	技　　能
表　　現
	伊東マンショについて調べたことをまとめ，台本を作ったりそれを劇にしたりして，他の学年の人や地域の人に披露したりする。

	
	知　　識
理　　解
	伊東マンショがどんな気持ちでローマをめざしたのか，どんな苦労があったのか，ローマへの派遣大使としての思いを理解し，当時の生活の様子を知る。

	単　元
の

意　図
	・　本単元は，郷土の偉人である伊東マンショについて，調べる活動や実際に当時の人々になりきって演じる体験活動を通す中で，昔の生活の様子を知ったり，なぜ，偉人として歴史上に名前が残されているのかを気付いたりしながら，郷土の誇りとして自分のふるさとを愛する気持ちを育むことをねらいとしている。

	単　元　計　画
	総時間数
	３５時間

	題　材
	月
	時間
	活　動
	留　意　点

	伊東マンショについて調べよう
	5～7　　　　　　　
	１～４
	・　オリエンテーション

	・　伊東マンショの歴史本を読んであげたり，歴史まんがを見たりして関心をもたせる。似顔絵を描いて興味をもたせる。

	
	
	５～８
	・　伊東マンショに関わる本を読んで感想を書いて発表する。　　　　　　　　　　・　どんな場面を劇にするか　　　　　話し合う。
	・　心に残った出来事や場面について話し合い，おもなあらすじを理解させる。

	
	
	９～12
	・　自分で時代背景や登場人物について調べる。


	・図書室や市内の図書館，インターネットを通して，自分なりに調べておく。

	劇の練習をしよう


	９～10
	13～33


	・　劇にしたい場面ごとにグループ作りをする。
・　歴史本やまんが本を参考にしながら，台詞やナレーション，登場人物の動作や表情等をグループで考えて台本を作り，練習する。

・　場面にあった背景を描いたり，小道具をつくったりする。
	・役割分担をして協力して作成できるようにする。

	伊東マンショについて調べたことをみんなに知らせよう
	11
	34・35
	・発表会を開き，「伊東マンショ物語」の発表をする。
	・　多くの児童・生徒及び地域の方々に観てもらうことで，「伊東マンショ」について伝えることができる。


	評　価　規　準　　（小学校　第４学年　伊東マンショ物語―劇をつくろうー）

	題　材
	時間
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能・表現
	知識・理解

	伊東マンショについて調べよう
	１～４
	伊東マンショについて本を読んだり，歴史まんがを観たりして学習に関心をもつ。


	オリエンテーションから，自分で調べ何を伝えていきたいかを考えることができる。
	
	歴史的背景や伊東マンショについて知る。

	
	５～８
	自分で決めた場面について，興味を持つことができる。

	どんな場面を劇にするか決め，物語の中心となる場面に気付くことができる。
	心に残った出来事や場面について書いたり発表したりすることができる。

	心に残った出来事や場面について話し合い，おもなあらすじを理解できる。


	
	９～12
	伊東マンショについて意欲的に自分でまとめていこうとする。

	伊東マンショの生い立ちから，業績について，伊東マンショの生涯について気付くことができる。
	調べたことについて，年表にまとめることができる。
	伊東マンショの生い立ちから，業績について，伊東マンショの生涯について理解することができる。

	劇の練習をしよう


	13～33


	役割分担した作業について，一生懸命関わり，関心をもって取り組むことができる。
	劇の台本を書くために必要な内容（台詞やナレーション等）劇に使う大道具，小道具に気付くことができる。

	歴史本やまんが本を参考にしながら，台詞やナレーション，登場人物の動作や表情等をグループで考えて台本を作ることができる。
	他の劇の本を見て，劇にするための台本の書き方を理解することができる。


	伊東マンショについて調べたことをみんなに知らせよう
	34・35
	自分でまとめた「伊東マンショ物語」について，意欲的に相手に伝えていこうとする。

	劇の発表を通して，郷土の偉人の業績につて，そのよさを再確認することができる。

	大勢の人の前でも大きくはきはきした声で台詞やナレーションの文を言うことができる。

	「伊東マンショ」について理解したことを劇の発表を通して伝えることができる。



